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春がまちどおしい

寺澤真佑美
Mayumi TERASAWA 1984 ~

春がまちどおしい

冷たい空気があたたかくなるのを
待っている

春になったら
たくさんの色に出会える

春にしか聴こえない音が
きっとあるから

春をしずかに待っている

寺澤真佑美 Mayumi Terasawa
1984 年生まれ
アーティスト
日々の生活のなかでマイペースに制作している。

『春がまちどおしい』
2017 年
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境目
 今井あみ

Ami IMAI 1990~

線引きする必要はないかもしれないのに、
わたしは線を引きたがる。
グレーゾーン
ぼんやりと融合しそうでしない。
それらはあえて交わらず存在しているんだろうか。
意識ない” グレーゾーン” は、もはや従来から言われているグレーゾーンとは意味が異なる気がする。
しっかりとした白と黒の境目の間に位置するゾーン。これが、今まで言われている共通認識のグレーゾーンであろう。
しかし最近、定義するのを怠り、ぼんやりとさせておきたい。あるいは、定義することが面倒なものも” グレーゾーン” とされてはいないだろうか。
意識あるグレーゾーンと、意識ない” グレーゾーン” との間に、線を引きたい。
しかし、相手の (” ) グレーゾーン (” ) に対する認識と、こちらの認識にズレはないかと確認したいが、「そんなことはどっちでもよい」と、これもまた”
グレーゾーン” にて、終結する。
たしかに、お互いにズレはあるのか、ズレの度合いはいかほどかという確認はグレーゾーンで納めておくのが賢明かもしれない。
白黒はっきりさせずに一旦保留することや様子をみることは、人と人との関係、また、ジタバタしてもどうしようもない事柄に対して必要な場合もある
から。それは、わたしが実際にその恩恵を受けているから、そういうふうに考えるのかもしれないが。

線を引きたい。
線を引かない。

生命は絶妙なバランスで成り立っているそうで、過剰になったら境目を越えないように調整して、また、不足したら境目を越えないよう調整しているら
しい。我々は知らず知らずのうちにグレーゾーンの中に存在しているのかもしれない。
わたしは安定を目指し意識して線を引く。しかしその行為は俯瞰してみると、安定とはいえない白でも黒でもない、境目も曖昧な” グレーゾーン” の中
での出来事だ。
それが、自然の流れで、自然の公式だとしたら。
わたしは、自然の公式に従う。
使い捨てコンタクトレンズをつけたまま、うたた寝してしまった。
そしたら、目に張り付いてとれなくなってしまった。
それじゃ困るからどうにかしてはずそうとする。

今井あみ Ami Imai
1990 年うまれ
長野市出身
表現するひと

略歴（概略）表現することをつづけている。
絵画、文章、焼き物など、表現方法を模索している。

imaiami1990@gmail.com
imaiami.net

やわらかな日射しの中で道の端、小さく山を作る灰色の雪。地面と接する底は溶けて水がちょろちょろとアスファルトを濡らしていました。冬のような春

のような曖昧な空気の匂いの中で忘れていたように溶け残っていました。

遠くの方、街並みの奥に顔を出す山の肌には白く雪が見えました。川沿いの木々は緩やかに明るい緑へと色付く途中で、濁りのある深い緑をしていました。

雪は音を消していくようにふり積もるようですが。雨は街並みを音で薄く覆っていくように思います。

雪から雨に変わってゆく、今日この頃です。

日記（2017 年 2月 20日）

 疋田義明
Yoshiaki HIKITA 1994~

疋田義明　Yoshiaki Hikita
1992 年長野市生まれ
画家（無職）
2015年武蔵野美術大学油絵学科卒業
za486ztch4vc7v7mm6cu@dokomo.ne.jp

備仲臣道　Binnaka Shigemichi 1941~
韓国忠清南道大田生まれ 著述業
甲府第一高等学校卒　山梨時事新聞記者　月刊新山梨編集発行人
2006年、第 6回内田百閒文学賞優秀賞受賞
著書　『蘇る朝鮮文化』（明石書店）『高句麗残照』（批評社）『司馬遼太郎と朝鮮』（批評社）
『ある在朝日本人の生涯』（社会批評社）『内田百閒文学散歩』（皓星社・2013年 8月）ほか 5冊。
kazenonagune@yahoo.co.jp

『艶本ラプソディー』皓星社・刊、１４００円+税。2016年 6月 29日発売。
江戸軟文学に魅せられ、艶本を刊行して 50年、
坂本篤の発売禁止、罰金、逃亡、入獄に彩られた 70余年の生涯を描く初の評伝。
＊書店にない場合は出版社にお申し付けください。
皓星社　東京都千代田区神田神保町３－１０　03-6272－9330

手

備仲臣道
Shigemichi BINNAKA 1941~

　一

　左衛門尉は機嫌を悪くしていた。
　信濃国上田原の合戦で体中に手傷を負い、命からがら帰館したという
のに、留守居の郎党どもと大門まで迎えに出ていながら、一人娘のすず
は、にこりともしない。
　いつもならば、馬から下りる左衛門尉に駈け寄り、いかつい甲冑姿で、
荒んだ気がまだ波打っているような父を見上げて、大人びた口ぶりで戦
勝を祝う。それからすぐに、一党の者たちの傷を気づかっては、屋形内
の者たちとてきぱきと立ち働いた。白い歯並みがこぼれ、死んだ母親に
似た色白の顔を上気させては、秀でた額に汗を光らせていることもあっ
た。
「すずの笑顔を見れば、おのずと気持ちが和らいでくるから不思議じゃ」
　左衛門尉が言うと、それで一同も緊張の糸が緩んできて、やっといく
さを終わった気になる。
　これまでと違って、今回のいくさは勝ちいくさではなかったけれど、
それにしてもすずの表情には、なにか曇ったものが勝って見えた。
「なにかに心を奪われているのではあるまいか」
　そう思うと日常の立ち居振る舞いも、どことなく様子が尋常でないよ
うに思われる。
「どこか悪い所があるのではないか」
　左衛門尉が聞いてみても、娘は、いいえ̶─と、かぶりを振るばかり
である。しかし、娘の顔に翳りがあるように思えてしかたがない。その
うち彼は、娘の腹が少しふくらんでいるように感じ出した。
　すずは十五歳である。十五と言えば腹に子があってもおかしくない年
齢ではあるが、それは夫があればのことで、まだ嫁いでもいない娘が子
を宿しているとなれば、由々しきことに違いない。この世に親一人子一
人になって以来、目の中で舞いを踊らせても痛くないほどに可愛がって
きた左衛門尉のことだから、娘を問いただすのに少しの気後れを感じる
というのは当然であった。しかも、ことがことであって、頬にできた吹
出もののことを話すのとはおのずと違っている。
　屋敷から二丁ほど東の山すそに湯治場があり、古くから戦傷の将兵が
傷養生に使っている。左衛門尉は、「島の湯」や「鬼の湯」に通って日
を暮らし、傷を癒してはまたつぎのいくさに備えるのをこれまでの常と
していた。
　湯までは馬で通う。物憂げな髭面と武張った長身を馬の背に波打たせ、
屋敷の東の二子塚の間を通って、釜塚の北の野道をいけば、ほどなく湯
けむりが見える。日盛りを避け、朝早く出たり、夕暮れにいったりした。
今回は三十日ばかりも、そのようにして傷養生に通わねばならないと思
えた。
　左衛門尉は、ああーっと声を上げて、長い手足をぬるい湯の中に伸ば
したが、しかし、気分はくつろいではいない。思わず、ぼそっとつぶや
いていた。
「なんの因果で、このわしがたった一人の娘に、ててなし子を孕まれね
ばならんのか｣
　家運が傾けば、そんなことまで味合わされることになるのであろうか
と思った。

二

　須藤左衛門尉源泰清という長い名が彼のものであるのは、家が鎌倉の
ころからこの一帯を領してきた名家だったからで、古くは志麻荘と言わ
れた松尾神社の荘園の一隅に陣取って、領地の真ん中とおぼしき辺りに
居館を構え、周囲には土塁と堀をめぐらせていた。
　永正十四年秋、屋敷のはるか西の台地下を流れる荒川が大雨のために
決壊した。川は流れを大きく東南に変えて、須藤の屋敷の背後を襲った。

堀を埋め土塁を超えた水は館中を水浸しにした。これが、いま思えば衰
運のはじまりのように見えた。
　永正十六年、それまで争いを続けていた甲斐源氏の同族を抑えて、武
田信虎が甲斐一国を統一すると、須藤の一党もその後塵を拝して一門に
従わねばならなかった。前の年の夏から初秋にかけて、何日も続いた大
風が作物をことごとく吹き倒し、さらには大霜が襲って実りはなく、そ
の年になっても国中が飢饉に陥っていた。民人はわらびの根を掘り、芋
の殻を食って急場をしのいでいる。そんなときに、人でなしの信虎は配
下の者や民衆を駆り立てて、躑躅ヶ崎に豪壮な館を新築した。必要な資
材も抜かりなく、それぞれに割り当てていた。
　翌々大永元年の秋、駿河の今川勢が甲斐に攻め入り、武田家ではその
さなかに嫡男が誕生してめでたいことではあったが、須藤家は逆に少し
もいいことはなかった。主戦場のほとんどが左衛門尉の領地だったから
である。稲は駿河勢にあらかたを刈り取られ、残った作物も敵味方入り
混じってことごとく踏みつぶしていた。
　やがて十五歳になった武田の嫡男は、元服して晴信と名告り、従五位
下に叙せられて貴族の列に名を連ね、家運はますます隆盛と見えた。左
衛門尉はこの年、妻を失った。もともと病弱であった彼の妻には、何年
も続いての不作が禍して身を養うものとて充分ではなかった。彼女は三
歳の娘をこの世へ形見として残していった。
　天文十年、二十歳になった武田晴信は父の信虎を駿河へ追放して、自
身が甲斐の守護職となった。この数年、信虎は信濃を掠め取ることに執
心であった。前年などは一日に三十六もの城を落として、佐久郡を手に
入れる勢いであったが、そのたび駆り出される配下や民人たちは、軍装
や糧食の負担に困り果てていた。晴信誕生の前後から甲斐一国は大風や
出水などの災害が多く、ために不作が続いて、くる年もくる年も数多く
の餓死者を出している。にもかかわらず信虎の野望は膨張して止むこと
なく、駿河といくさをしたかと思えば、相模を攻め、あげくに信濃へと
その手を伸ばしていた。
　暮らしの苦しさに耐えかね、いくさに倦み疲れていたとき、信虎追放
の報を聞いた甲斐の民人は、暗闇からにわかに光の中へ放り出されたよ
うに驚き、そうして喜んだ。しかし、それも束の間である。
「まさか、人でなしを追放した当の晴信が、父親以上の人でなしだった
とはな」
　そう言って甲斐の民人が、晴信の酷い実像を思い知るのに、それほど
の時間を必要とはしなかった。
　甲斐は相変わらず大雨、大風が続き、民人の餓え苦しむさなか、晴信
の信濃攻めは続きに続いた。あまつさえ、この人でなしは妹婿を謀殺し、
姪を妾にして子を孕ませるまでの放埓ぶりであった。そうして、彼の戦
好きは死ぬまで止むことはないのであるが、それはまだ先のことで、天
文十七年には信濃国小県郡の上田原に村上義清と戦って、最初の敗北を
喫するのである。手痛い敗戦であった。

三

　傷養生を終えて、なんとか元のように覇気を取りもどした左衛門尉で
あったが、娘のことが気にかかってならないのは変わりがない。彼女の
瞳も、このところ伏せられていることが多かったけれど、それよりなに
より、以前にもまして腹がせり出して見える。
　左衛門尉はすずを呼んだ。小さな膝をきちっとそろえて、娘は彼の前
に座った。笹で切ったような涼やかな目が、まっすぐに父を見ていた。
「このところ見ていると、あまり元気がないようで気になっているのだ
が、やはりどこか悪いのではないか？」
「いいえ」
　と、娘は小さいけれどもはっきりした声で前と同じことを言った。つ
ねづね、細かなことには口をはさまない左衛門尉であったから、こう言
われてしまえば二の句がつげない。その日はそれで終わった。しかたな
く左衛門尉はつぎの日、小女をこっそり呼んで聞いてみた。
「食が進まぬというようなことはあるまいか」
「いいえ、それはございません。と申しますよりも、すず様の食欲はこ
のところ一段と盛んにおなりで、そちらは心配ないのでございますが」
　小女は言いよどんだ。左衛門尉にうながされてしかたなくといった風
に彼女が言うには、どうもこのところの様子では、女性特有の変調をき

たしているのではないかという。
　左衛門尉は気色ばんで小女を下げ、娘を呼んだ。
「まさかお前、わしが信濃へいくさにいった留守中に、どこぞの男と不
埒を働いたのではあるまいな」
　思わず直接的な言葉が出てしまう。表情に下卑た影が出てはいまいか
と、左衛門尉はそれが恐ろしくもあった。だが、娘の答えは、はっきり
としている。
「いいえ、私に限ってそのようなことはけっしてありません」
　きりっと口を一文字に結んでそう言った。
「お前はそのように言うが、どうじゃ、その腹がせり出しているのをな
んと言うてこの父に納得させてくれるのじゃ」
「さきほども申しましたように、私は不埒を働くようなことはいたしま
せぬ。私とてお父様の子、して良いこととならぬこととは、はっきりと
わきまえておりまする」
　そうまで言われると、自信がないのは左衛門尉のほうである。妻を娶
る前にほかの女と関わりがなかったとは言うまい。失ってのちのことと
てそれは同じであるが、それはこの際、良いということにして横を向く
しかなかった。
「信用するしかない。こう言うのじゃな」
　苦り切った表情の左衛門尉が言った。
「身の潔白のために証文を書いても良うございます」
　すずの白い豊かなほほに、微かに血の気がのぼっている。娘は文机か
ら筆と紙を取ってさらさらとなにごとかをしたためた。それを受け取っ
て左衛門尉は、どういう顔をすればいいのか、にわかに迷った。
　だが、実のところ男と交わったこともないすずには、なぜ自分の腹が
ふくらんでいくのか思い当たるところがない。そうであればこそなおさ
ら、父の前に出たときにその不安がきっぱりとした否定になってしまう
のを、自身でも不思議な思いであった。
　娘の言葉にもかかわらず、その腹は着物の下でますます大きくなって
いった。もはや、誰の目にも彼女が子を宿していることがはっきりとし
てきた。
　悩み抜いた果て、左衛門尉は一人の老女を、娘の身の回りを世話する
ためと称して屋敷内に入れた。誰にも黙ってはいたが、近郷から選りす
ぐった取り上げ婆であった。
　月が満ちたとも思われなかったのに、ある夜、陣痛がすずの体を襲っ
た。婆さんは手慣れた素振りではたの者に指図をする。湯が沸かされ、
すずは産室に入った。間もなく聞こえてきたのは、しかし、産声ではな
くて婆さんの枯れた悲鳴であった。
　止める手を振り払って左衛門尉が部屋に入ると、血にまみれた幼児の
手とおぼしきものが布団の上に転がっていた。それはなにかをつかもう
とするかのように、こちらへ指を動かしてやめなかった。
　左衛門尉が婆さんの背をたたくようにして、その手とおぼしきものに
産湯を使わせるよう指図したのは、そのものがしきりと生きていること
を主張して見えたからである。
　湯を拭き取ってみると、それは一寸ほどの腕がついた、まぎれもない
人の手であった。赤剥けた鼠の子のようなその手は、しきりとひくひく
動いた。生まれたわが子を見ようと体を起こしかけた娘は、それを一目
見るか見ぬうちに低くうめき、両足をひくっと伸ばして動かなくなった。
体が軟らかくなったようである。
「なんということであろうか」
　左衛門尉はうめいた。娘が手だけの子を産んだのはもはや疑う余地も
ない。このような醜怪な者を孫として見なければならぬとは、どうした
身の因果であるか。しかし、左衛門尉は乱れを見せまいとした。地獄は
戦場で見なれていて、むしろ、武者にとってこの世こそは地獄であった
はずである。左衛門尉は、あるがままにそのことを受け入れたつもりで
はあったけれど、やはり、心のもう一つ奥のところには、取り乱したい
気持ちが渦巻いていた。
　彼の留守中に娘の身になにがあったのか、それだけは、はっきりさせ
なければならない、と思った。留守中の娘のことは小三郎という小者に
くれぐれも頼んでいったはずである。小三郎は身分こそ低かったが頭の
切れのいい若者で、左衛門尉も家の子のように思って目をかけていた。
いずれ時を見て、身の立つようにしてやるつもりで、屋敷内の細々とし
たことをさせていたのである。

　左衛門尉は奇形のことを伏せて、すずが子を産んだことを小三郎に告
げた。そのうえで、留守中に娘の身の上になにごとが起きたのかを探ろ
うと思った。
「誰ぞ、娘の寝所に忍んだ者があったのではないか」
「いいえ、そのようなことはけっして」と小三郎は言った。「すず様には、
私が毎夜、添い寝をいたしておりましたゆえ」
「その方が添い寝をか？」
　では、この若者が娘に子を孕むようなことを、と左衛門尉は思ったが、
若者は続けて言った。
「男が忍んできて、怪しからぬことをいたすようではなりませぬから、
私めが、毎夜、すず様のほとに手蓋をして寝んでおりました。ですから、
けっして」
「手蓋とな」と、左衛門尉は激しく頭をめぐらせながら言った。「この痴
れ者めが、その方の手蓋が間違いの元であったと、何故それに気づかぬ
か。たったいま生まれた子は、手だけの子であったぞ。されば、若いそ
の方の精気が交わらずとも指先から娘の体に入り、子をなしたに違いな
い。いいや、そうと決まっている。とんだことをしでかしてくれたもの
ぞ。娘は、どこぞのもののふの次男とでも娶せて、わがあとを取らせよ
うと思うたに、どうしてくれるのじゃ。ええい、いっそ、うぬを闇に葬っ
てくれるわ」
　言うが早いか、左衛門尉は小三郎を裏庭に引き出し、一太刀に斬って
捨てた。
　忠義心だけの小三郎には、留めようもなく激しい左衛門尉の怒りが、
腑に落ちなかったに違いない。けれども、左衛門尉にしてみれば、愛娘
に裏切られたうえ、異形の子まで産まれるという二重の悔しさに加え、
おのが身を苛むような悪寒が、じりじりと襲ってくるのをいかんともで
きなかった。それをなにかに被せて葬り去ってしまえるものが、そこに
ありさえすればなんでも良いと思われた。
　やわらかい布に包まれた手だけの子は、つぎの日には色も大きさも大
人のものほどに育っていた。左衛門尉には、なにかを求めて指先をしき
りに動かすそれが、農民たちの哀願する手のように見えた。
　だが、その手は三日後に母親が衰弱して死ぬと、やはり筋と皮だけに
なって干からびてしまった。
　屋敷の東方の二子塚は、その名のとおり二つの古い墳墓である。左衛
門尉は北の塚の石室内に手の遺骸を埋め、南の塚の墳丘に穴を掘って、
着飾った娘と彼女が身の証に書いた証文を一緒に埋めた。
　旬日を経て、左衛門尉は南の塚の前に寺を建てさせ、その壁を塗るた
め、北の塚の盛り土をあらかたこぼって使った。
　やがて、あらわになった石室に冬の風が吹いて、言い知れぬ悲しげな
泣き声に似た響きを近隣の村々にまで運ぶ。人々はそれを聞くたびに怯
えて震え、この二つの塚を手塚、証文塚と呼びならわすことになるのだ
が、それはまだ、のちの世のことである。

四

　娘が手ばかりの子を産んだと知ったそのときから、左衛門尉の心を重
くふさいでいた暗い思いは、左衛門尉の昼を蓋い夜の夢と眠りを食らい
つくした。おのれの身を刃で削るような苦痛が、心の底から湧いてきて、
じっと座ってもいられないようで、身の置き所さえもなかった。自身で
も意識しないうちに、ええいっと、声を発して膝を音のするまでに激し
く打ちすえたりもした。
　覚えがあったればこそ、なぜそのしっぺ返しが自分にではなく、可愛
い娘のすずにいってしまったのか。左衛門尉は自分の所業が忌々しく思
われてならない。
　それは天文十七年、上田原の敗戦のときのことである。
　上田原のいくさは前年八月、武田晴信が信濃国佐久の志賀城を落とし
て、城主・笠原新三郎を殺したのにはじまる。これを聞いた砥石城の村
上義清は、二月に入ると七千の手勢をもって武田に刃向かってきた。彼
は前年、真田弾正の謀略で手練の武将をあらかた殺されていて、その怨
みは、敵が大軍であることをかえりみることさえさせないほどに深い。
双方の軍勢が上田原に会戦したのは、二月も末に近い日のことであった。

　一万三千の武田軍が優位にあったはずのいくさであるが、地の利に恵
まれた村上義清は巧みに攻め寄せた。思わぬ岩陰や空川の向こうから湧
き出すように出てくる敵兵に、武田は振りまわされた。あげくに背後を
突かれて総くずれとなり、乱戦の中で板垣信方、甘利虎泰、才間河内守、
初鹿野伝右衛門ら歴戦の勇将が戦死するという大敗を喫した。
　このとき、退く武田軍の最後尾の軍団、いわゆる殿軍を受け持たされ
ていたのが、左衛門尉の一党である。村上方の優勢に奮い立った正規軍
でない二百ばかりの農民も、前方に現われては投石をし、後方に回って
は崖上から大石を転がして、左衛門尉たちを悩ませていた。ぼろぼろの
武田軍を見て、村上勢が砥石城へ戻りはじめたころ、どういうことであっ
たのか、この農民の一団が孤立してしまった。左衛門尉は、それを包囲
して、ことごとくを捕えた。彼らを楯にしながら無事に退却しようと考
えたのである。
　ほどなく、追っ手がいなくなったのを見定めた左衛門尉は、農民の処
遇を考えねばならなかった。こうした捕虜は、自国の農民に売り渡すの
がこれまでの習いである。奴隷として一生を飼い殺しにするのであるが、
この際、敗残の身でこの人数を引き回していくのは手に余ることであっ
た。
「よし、その方ども、今回のところはわれらの無事に免じて解き放って
つかわす」
　彼らはいずれみな殺しと覚悟していただろうから、波のように喜びの
声を上げた。けれども、続けて左衛門尉が大音声に言い放ったのを聞く
と、一どきに黙り込んでしまった。
「以後、われらに刃向かって悪さをせぬよう、その方どもの利き腕一本
ずつと命とを引き替えじゃ」
　それっ̶と左衛門尉が言った。

　地
維
の
極
み
を
そ
の
意
味
す
る
い
か
な
る
場
所
で
あ
っ
て
も

示
し
て
い
る
自
明
の
物
質
境
界
が
、
殊
に
山
々
の
稜
線
と
な
っ

て
人
の
瞳
を
切
り
裂
く
か
に
際
立
つ
時
、
み
つ
め
ら
れ
る
界
域

切
断
の
線
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
想
念
を
振
り
払
う
気
高
さ
が
、
立

ち
尽
く
し
て
見
上
げ
る
ば
か
り
の
一
瞬
の
放
心
に
結
晶
と
し
て

深
く
軀
の
軸
に
刻
ま
れ
る
。
そ
の
結
晶
は
二
千
年
は
エ
ン
ペ
ド

ク
レ
ス
の
リ
ゾ
ー
マ
タ
、
万
年
は
マ
グ
マ
と
の
接
触
変
成
の
果

て
、
億
年
に
至
れ
ば
混
沌
の
地
平
が
あ
っ
た
と
判
ら
せ
る
力
が

あ
り
、
深
淵
へ
の
精
神
浸
透
の
自
覚
が
刻
印
者
に
は
即
座
に
生

ま
れ
、
深
々
と
刻
ま
れ
た
者
は
力
そ
の
も
の
を
理
解
す
る
。

　

　界
域
の
縁
を
せ
り
上
げ
る
変
化
変
容
を
普
遍
固
定
に
充
た
す

地
自
体
の
戦
慄
き
の
線
は
、
モ
ン
ス
ー
ン
の
鬱
蒼
と
し
た
大
気

の
湿
潤
に
脳
天
を
差
し
出
し
て
崩
れ
落
ち
た
地
の
轟
音
、
内
側

か
ら
の
憤
怒
の
突
き
上
げ
に
割
れ
た
悲
哀
絶
叫
の
巨
大
な
圧
烈

な
ど
を
限
り
な
く
寧
静
縮
小
さ
れ
た
か
の
物
質
結
晶
に
鏤
め
移

ろ
わ
せ
、
域
縁
で
あ
る
と
い
う
一
点
に
お
い
て
だ
け
自
ら
の
潔

白
を
変
え
な
い
明
快
な
出
自
を
、
意
志
で
は
な
く
存
在
の
清
明

で
あ
り
風
雪
雨
で
身
を
貫
か
れ
砕
か
れ
る
こ
と
を
享
受
の
態
と

唄
う
ま
え
に
詩
と
発
す
。
そ
の
フ
ェ
ロ
モ
ン
に
誘
わ
れ
る
の
で

は
な
く
、
物
質
境
界
そ
の
も
の
へ
同
化
し
て
し
ま
い
た
い
、
物

質
境
界
の
震
え
る
振
動
そ
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
た
い
衝
動

が
軀
を
離
れ
て
軀
を
動
か
し
、
幾
度
も
ま
ず
は
項
垂
れ
て
発
汗

し
熱
を
地
に
流
し
て
辿
り
着
こ
う
と
す
る
。
そ
の
よ
う
に
地
を

這
い
蠢
き
こ
の
稜
線
を
ど
う
に
か
歩
み
切
断
線
の
極
み
に
立
と

う
と
す
る
者
達
に
は
、
迂
闊
に
も
踵
か
ら
広
が
る
ゲ
オ
の
一
部

だ
と
確
か
め
る
浅
薄
な
自
我
と
い
う
よ
り
、
生
存
を
仕
切
ら
れ

た
囚
わ
れ
へ
の
憤
怒
と
、
絡
ま
り
か
ら
逃
走
す
る
邪
の
意
志
が
、

歩
み
そ
の
も
の
の
中
で
粛
々
と
黒
く
育
ま
れ
た
。
自
ら
を
何
か

と
問
う
だ
け
の
探
索
へ
の
欲
望
と
は
異
な
っ
た
、
分
裂
と
自
己

解
体
に
、
ま
ず
は
稚
拙
に
駆
り
立
て
ら
れ
る
の
だ
っ
た
。
け
れ

ど
も
界
域
の
縁
に
茫
洋
と
、
否
、
く
っ
き
り
と
立
ち
上
が
る
未

知
と
は
言
え
な
い
、
い
つ
か
ど
こ
か
で
身
を
貫
い
て
い
る
何
物

か
の
予
感
が
漲
る
精
神
が
、
挙
げ
句
に
は
勝
り
、
自
ら
の
地
肉

な
ん
ぞ
へ
の
関
心
を
あ
っ
さ
り
放
棄
し
て
、
尽
き
た
白
骨
の
無

を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
で
き
る
こ
と
な
ら
こ
の
山
頂

で
焼
き
尽
く
し
て
ほ
し
い
と
振
り
返
る
こ
と
も
あ
る
。
他
の
ア

ル
ケ
ー
と
の
円
環
運
動
の
妄
想
を
棄
て
る
契
機
と
も
な
っ
た
ろ

う
。
極
み
か
ら
俯
い
て
よ
ろ
よ
ろ
降
れ
ば
肩
か
ら
腰
に
か
け
て

大
気
と
の
摩
擦
の
軋
轢
が
手
を
緩
め
ず
に
叱
咤
し
残
力
を
吸
い

取
っ
た
。
知
ら
ぬ
う
ち
に
あ
ち
こ
ち
を
傷
つ
き
つ
つ
遅
延
知
と

な
っ
た
と
気
づ
か
せ
る
痛
み
の
恢
復
な
ど
期
待
す
る
気
持
ち
が

な
か
っ
た
。
足
首
は
腐
り
果
て
融
け
か
か
っ
た
よ
う
に
只
管
重

い
が
、
こ
の
時
々
が
い
つ
か
ど
う
に
か
し
て
数
多
狼
狽
え
る
折

衝
、
あ
る
い
は
強
く
振
り
ほ
ど
く
逃
走
の
力
を
骸
に
芽
吹
か
せ

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
既
に
在
る
。

　山
間
の
湖
や
池
に
し
て
も
そ
の
水
平
鋭
利
な
溜
ま
り
の
境
界

は
、
気
象
の
運
動
が
止
ま
り
、
獣
の
唸
り
も
消
え
た
静
寂
停
止

の
冷
徹
な
次
元
面
が
大
気
玉
を
抱
え
る
時
、
こ
れ
も
ま
た
ひ
と

つ
の
物
質
境
界
の
縁
と
な
り
、
大
地
と
大
気
を
突
き
放
し
て
寄

せ
付
け
な
い
。
そ
の
時
を
待
つ
よ
う
に
し
て
い
る
釣
り
糸
を
垂

ら
す
者
も
い
て
、
彼
に
と
っ
て
の
緊
張
の
触
手
の
先
は
魚
よ
り

も
水
銀
に
輝
く
水
界
の
緊
縛
か
ら
解
け
る
彼
方
で
あ
っ
た
。
生

体
に
予
感
の
エ
ー
テ
ル
が
宿
る
契
機
は
遠
い
過
去
か
ら
場
を
示

し
て
伝
え
ら
れ
、
そ
れ
に
惹
き
寄
せ
ら
れ
る
者
は
己
と
い
う
恥

を
知
る
。
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
樹
を
倒
す
時
も
獣
を
狩
る
時
に

も
分
解
が
起
こ
り
、
彼
方
が
其
処
に
在
る
こ
と
知
る
。
手
に
し

た
石
と
枝
の
物
質
限
界
が
ふ
い
に
目
元
に
溢
れ
、
時
間
と
は
見

え
て
い
る
物
質
で
あ
る
こ
と
が
判
る
の
だ
っ
た
。
物
質
臨
界
を

示
す
パ
ノ
ラ
マ
で
あ
る
世
界
域
に
て
生
き
る
、
そ
の
視
界
を
真

に
受
け
て
湛
え
る
者
た
ち
は
、
群
れ
て
触
手
の
不
具
合
を
比
較

す
る
か
の
コ
ト
ゴ
ト
か
ら
随
分
遠
ざ
か
っ
た
次
元
界
域
で
ま
す

ま
す
遠
く
を
み
つ
め
る
よ
う
な
目
付
き
に
な
る
。
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　天
を
舞
っ
て
地
を
知
る
畜
生
と
な
っ
た
夢
を
見
た
と
飯
場
で

話
す
相
手
は
い
な
い
。
だ
が
ど
う
や
ら
腕
や
首
を
健
全
に
汚
し

た
男
達
は
皆
が
同
じ
夢
を
み
て
い
た
。
故
に
黙
り
込
み
飯
を
腹

に
か
き
込
ん
で
湯
を
口
元
か
ら
零
し
て
喉
に
流
つ
つ
、
丸
く
潤

ん
だ
瞳
で
や
は
り
獣
達
も
ま
た
同
じ
よ
う
な
夢
を
み
る
、
な
ん

だ
か
哀
し
い
気
分
を
も
加
え
る
よ
う
に
賦
に
落
と
し
て
い
る
。

　山
の
樹
木
を
切
り
倒
し
つ
つ
舟
を
漕
ぐ
腕
の
撓
り
を
枝
先
の

雲
間
に
眺
め
る
午
後
を
過
ご
し
、
妻
や
親
や
子
ど
も
の
屈
託
の

家
へ
戻
り
朝
の
夢
と
終
日
夥
し
い
数
の
想
念
を
巡
ら
せ
た
黙
考

な
ど
と
う
に
忘
れ
て
酒
を
呷
り
、
星
が
煌
め
く
早
朝
の
短
い
朝

霧
の
中
や
は
り
ま
た
同
じ
夢
を
み
る
の
だ
っ
た
。
間
違
い
と
は

そ
も
そ
も
界
域
の
内
部
の
軋
轢
で
あ
り
、
そ
の
破
壊
に
乱
心
専

心
す
る
時
は
遠
い
過
去
の
も
の
と
な
り
、
雄
叫
び
を
吠
え
て
恥

と
秘
匿
に
翻
弄
さ
れ
る
愚
図
や
、
肉
体
と
精
神
の
融
合
に
向
か

う
莫
迦
は
、
女
た
ち
の
保
守
保
全
の
中
に
成
熟
す
る
の
だ
っ
た
。

分
裂
を
許
し
壊
れ
る
と
い
う
意
味
で
の
完
全
態
を
指
差
す
事
が

つ
ま
り
男
ど
も
の
縁
へ
の
探
索
と
な
る
の
だ
っ
た
。

 

　収
穫
と
冬
支
度
を
終
え
た
山
間
の
生
活
者
ら
が
家
族
を
同
伴

し
て
役
割
を
分
け
て
集
い
、
息
災
を
交
換
し
な
が
ら
酒
肴
を
囲

む
脇
で
、
左
肘
を
熊
爪
に
抉
ら
れ
曲
が
っ
た
ま
ま
の
左
腕
を
胡

座
膝
の
上
に
鍵
字
に
固
定
し
た
老
者
が
、
独
り
静
か
な
風
情
で

煙
り
を
辺
り
構
い
無
く
吐
き
出
し
て
目
を
細
め
茶
碗
の
酒
を
舌

で
嘗
め
る
。
ま
だ
年
端
の
行
か
ぬ
子
ど
も
ら
を
腰
回
り
に
集
め

た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
中
心
で
背
を
丸
め
誰
を
み
る
で
も
な

く
ぼ
そ
ぼ
そ
と
話
す
の
だ
っ
た
。
子
ら
は
幾
度
か
そ
う
し
て
き

た
注
視
を
老
人
の
口
元
に
ま
っ
す
ぐ
に
繋
げ
子
鹿
の
緊
張
を
解

か
ず
に
垂
ら
し
た
鼻
水
を
拭
う
こ
と
も
忘
れ
唇
を
広
げ
突
き
出

し
て
燥
ぐ
こ
と
も
な
く
聴
い
て
い
る
。
数
年
前
に
妻
を
亡
く
し

た
際
に
心
身
を
崩
し
大
病
を
煩
っ
た
が
切
り
抜
け
た
後
、
男
の

額
か
ら
脂
が
抜
け
頭
蓋
に
皮
が
張
り
付
い
た
面
相
に
な
り
、
つ

い
で
に
軀
も
骨
が
浮
き
出
た
が
、
あ
れ
か
ら
物
事
が
く
っ
き
り

と
判
る
よ
う
に
な
っ
た
老
人
は
、
前
に
話
し
た
か
も
し
れ
な
い
、

忘
れ
て
し
ま
う
。
と
諄
く
言
葉
を
丹
念
に
、
ま
る
で
目
上
の
死

者
ら
に
申
す
よ
う
な
言
葉
使
い
と
も
な
り
つ
つ
そ
れ
も
憚
ら
な

い
。
外
へ
の
知
覚
が
未
だ
全
て
等
し
く
短
い
距
離
で
し
か
な
い

指
し
ゃ
ぶ
り
の
幼
子
を
膝
間
に
抱
く
姉
も
十
に
充
た
な
い
。
正

月
に
父
親
と
一
緒
に
拵
え
、
随
分
よ
く
飛
ぶ
と
皆
に
褒
め
ら
れ

た
竹
ト
ン
ボ
を
離
さ
な
い
小
僧
の
指
先
に
は
刃
先
が
裂
い
た
傷

跡
が
一
筋
あ
る
。「
ほ
う
ぞ
う
」
と
自
ら
の
名
を
呼
ば
せ
年
寄

り
も
ま
た
子
ら
を
「
そ
う
た
」「
ゆ
め
こ
」「
さ
と
る
」
と
呼
べ

ば
、
血
の
つ
な
が
っ
た
孫
で
も
曾
孫
で
も
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ま
だ
短
い
生
の
、
病
の
記
憶
や
泣
き
顔
な
ど
が
呼
名
の
根
に

立
ち
上
が
る
。
老
者
の
煙
管
が
火
鉢
の
縁
で
コ
ン
と
音
を
た
て

る
と
、
宴
の
席
か
ら
様
子
を
確
か
め
る
よ
う
に
振
り
返
る
女
親

は
、
幼
子
を
腰
巾
着
に
す
る
年
寄
り
の
神
妙
な
目
元
が
今
夜
も

ま
た
気
に
な
る
が
、
普
段
は
騒
ぐ
ば
か
り
の
子
供
が
大
人
し
い

の
で
、
酒
で
火
照
っ
た
頬
に
宴
の
陽
気
を
受
け
止
め
て
風
の
噂

の
道
化
話
の
ど
っ
と
吹
き
出
る
笑
渦
が
揺
れ
る
環
の
中
へ
顎
を

戻
し
、
明
日
の
朝
飯
の
支
度
な
ど
も
一
時
忘
れ
て
し
ま
お
う
と

思
う
。
道
で
出
会
し
て
も
親
に
頼
ま
れ
た
届
け
物
を
し
て
も
な

か
な
か
口
を
開
か
な
い
老
者
が
、
年
に
数
回
あ
る
か
な
い
か
の

こ
う
し
た
席
で
は
子
だ
け
の
語
部
と
な
り
、「
ほ
う
ぞ
う
」
の

子
に
対
し
て
は
真
摯
が
過
ぎ
る
呟
き
を
、
わ
け
の
わ
か
ら
ぬ
ま

ま
、
外
か
ら
弱
く
聴
こ
え
て
き
た
夜
雨
に
す
っ
か
り
濡
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
よ
う
な
ど
う
し
よ
う
も
な
さ
で
聴
き
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
、
ほ
う
ぞ
う
の
声
が
物
質
界
域
縁
の
振
動
と
似

て
い
る
か
ら
だ
と
、
酔
っ
ぱ
ら
っ
た
男
た
ち
は
思
う
の
だ
っ
た
。

　ー

　速
度
の
こ
と
が
お
前
達
に
は
一
番
肝
心
な
こ
と
な
の

だ
。
走
る
速
さ
が
身
を
上
回
る
時
は
人
生
で
一
度
き
り
だ
。
い

ず
れ
身
が
重
く
な
り
速
度
を
失
う
。
で
も
な
、
一
度
そ
の
速
さ

を
憶
え
れ
ば
忘
れ
な
い
。
飛
ぶ
こ
と
も
で
き
る
。
こ
れ
も
同
じ

だ
。
重
く
な
る
前
に
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
沢
山
あ
る
。

俺
は
速
か
っ
た
な
あ
。
だ
が
十
二
で
遅
く
な
っ
た
。
ほ
ら
風
の

よ
う
に
走
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
憶
い
だ
し
た
か
。
お
前

が
一
等
だ
っ
た
か
。
ー

　蛙
足
の
発
達
の
剥
き
出
し
が
痛
々
し
い
幼
さ
の
あ
る
臑
を
抱

え
た
少
年
は
、
お
れ
が
一
番
速
い
と
言
葉
を
の
む
。

動物園の夜 / パネル・紙・アクリル絵具・オイルパステル / 1000 mm x 1000 mm

無題  F120 オイルパステル・透明水彩 2016

inform
ation

FLATFILESLASH Warehouse Gallery

6 月　前沢泰史 木彫作品展

ナガノオルタナティブ 2016

プリベンション 01 徳永雅之展
2017年 7月

プリベンション 02 松本直樹展
2017年 9月

プリベンション 03 広瀬毅展
2017年 10月

プリベンション 04 北澤一伯展
2017年 11月

FLATFILESLASH Lounge Gallery

４月 FLATFILE selected artists group Exhibition

D17( ドローイング 2017：FFS公募企画展 )
2017 年 8月

T17( タブロー 2017：FFS公募企画展 )
2017 年 8月

トポス高地 2016 @ Haricot Rouge
「吐息」

4月　伊勢将経展
5月　吉田昌司展
6月　鈴木幸野展
7月　丸山玄太展
8月　塩原理絵子展
9月　徳永雅之展

10月　二ノ宮裕子展
11月　松本直樹展
12月　斉藤瑞季展

FLATFILESLASH

http://flatfileslash.com
gallery@flatfileslash.com

+

+

200,Konabe,Oaza,Nagano City,Nagano Pref. 380-0875

uTk6.quwE"

分枝 ブランチング 発行 : クマサ計画　〒389-1226 長野県上水内郡飯綱町川上 2755-950 phone: 026-405-7519

カラブリアの海・ベランダの苔  鶴田朋之
Tomoyuki TSURUTA 1981~

鶴田朋之  Tomoyuki Tsuruta
1981 年　長野県長野市生まれ

1998年 8月より滞伊
現在、ミラノ、イタリアの写真家として活動している。

https://www.instagram.com/tomoyukitsuruta/
http://tomoyukitsuruta.com

sketch drawing by Tetsuya Machida

希望の種

 三船ゆい
Yui MIFUNE 1972~

幾日も忘れられた観葉植物が身をよじって身体を支えている。
「お水をあげなくちゃ。」
振り向けば、すぐ洗面台の水道の蛇口に手が届きそうなものを
身体のほうは、じっとしてほんの少しも動きたがらない。

こんな時、自分のことを少しだけ攻める。
今までなら。

でも、この日は違った。
私も同じ。
草花ばかりを気にかけている自分は？
鏡に映すようにうなだれていやしないかと
気の毒に思う矛先を変えてみた。

そうだ。私が世話をしてあげられないなら、この子を、この草を、
土に返してやった方が . . .
そのほうがいい。あなたにも、私にも。
と、そこまで考えて、サボテンの仲間の多肉植物が
寒さに弱いのは当たり前と
元も子もない思いつきに
またほんの少し、
最初から愛情など希薄なんだと自分を攻めた。

また、一歩一歩階段を上るように
だったら、小さなビニールハウスでも作ってあげたらいいんだと、
そのまま枯れてしまっても、
もし春まで生きていても、
とにかく土に返してやって、少しだけ手間をかけてあげたら。

誰かに教わった訳でも、
熱心に本を探して調べた訳でもないから
なんだか春になるのが待ち遠しい。

答えがわからないからこそ。

自然の摂理にかなっていると
根拠もなく湧き上がる自信が
萎れた気持ちの渇きをとめた。

悪い事したなと、眺めたあちら側の植物に
想いを寄せてみた。

野原に立つ赤いドレスを着た人が
振り返って西洋の女優のように
晴れ晴れと笑う。
彼女を覆っていた薄いベールが
風に飛ばされて空に広がった。
そして、芝居の中のセリフのように
おどけてこう言った。声を張り上げて。

「ごめんあそばせ。土に帰らせていただくわ。」
気がかりを解き放して緩んだ表情の空に
そう別れを告げた。

三船ゆい Yui MIFUNE 1972 年生まれ
長野県山ノ内町在住　自営業
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